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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年10月期中間期 1,666 △7.7 315 △9.0 257 △6.3 171 △1.6

2025年10月期中間期 1,806 △44.1 346 △53.6 275 △61.3 174 △62.7

（注）包括利益 2026年10月期中間期 172百万円（△0.9％） 2025年10月期中間期 174百万円（△62.8％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年10月期中間期 53.94 －

2025年10月期中間期 54.82 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年10月期中間期 15,623 4,833 30.9

2025年10月期 15,186 4,727 31.1

（参考）自己資本 2026年10月期中間期 4,833百万円 2025年10月期 4,727百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年10月期 － 15.00 － 21.00 36.00

2026年10月期 － 15.00

2026年10月期（予想） － 21.00 36.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,100 △5.8 469 △7.4 350 △13.4 231 △17.5 72.62

１．2026年10月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年11月１日～2026年４月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年10月期の連結業績予想（2025年11月１日～2026年10月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年10月期中間期 3,181,000株 2025年10月期 3,181,000株

②  期末自己株式数 2026年10月期中間期 217株 2025年10月期 197株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年10月期中間期 3,180,799株 2025年10月期中間期 3,180,804株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規　　　－  社  （社名）                        、除外　－　社  （社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料９ページ「（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（中間連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、第２四半期（中間期）決算短信（添付資

料）３ページ「１.経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善等を背景に、緩やかな回復基調で推移いたし

ました。一方で、持続する物価上昇、米国の通商政策の動向、中東地域の紛争などにより先行きについては依然と

して不透明な状況が続いております。

　当社グループが属する不動産業界におきましては、主たる事業エリアである都心部において人口転入超過を背景

に住宅賃料は上昇基調を持続し需要は底堅く推移しております。

　このような状況の下、当社グループは運営管理事業で安定収益を確保しつつ、都心部にフォーカスした優良な賃

貸事業用不動産の企画開発に注力してまいりました。

　この結果、当中間連結会計期間の経営成績として、売上高は1,666,906千円（前年同期：1,806,579千円、前年同

期比：7.7％減）、営業利益は315,588千円（前年同期：346,849千円、前年同期比：9.0％減）、経常利益は257,631

千円（前年同期：275,046千円、前年同期比：6.3％減）、親会社株主に帰属する中間純利益は171,585千円（前年同

期：174,377千円、前年同期比：1.6％減）となりました。

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

＜運営管理事業＞

　当セグメントにおきましては、賃貸事業用不動産（社有及びサブリース物件）の運営、管理受託物件のサービス

提供にあたり、品質の向上、効率化を主眼にグループ一丸で取り組んでまいりました。この結果、運営管理事業の

売上高は1,406,806千円（前年同期：1,441,908千円、前年同期比：2.4％減）、セグメント利益は305,401千円（前

年同期：317,019千円、前年同期比：3.7％減）となりました。

＜開発販売事業＞

　当セグメントにおきましては、賃貸事業用マンション１棟（10室）を販売致しました。この結果、開発販売事業

の売上高は260,100千円（前年同期：364,670千円、前年同期比：28.7％減）、セグメント利益は94,679千円（前年

同期：106,960千円、前年同期比：11.5％減）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の分析

（資産の状況）

　当中間連結会計期間末における総資産は15,623,467千円となり、前連結会計年度末に比べ436,988千円増加しま

した。主として、事業用地の仕入で210,537千円、建物の完成で500,888千円の増加、賃貸事業用不動産の売却によ

り198,254千円減少したものです。

（負債の状況）

　当中間連結会計期間末における負債合計は10,789,974千円となり、前連結会計年度末に比べ331,264千円増加し

ました。主として、事業用地の仕入及び建物の完成により借入金が313,557千円増加したものです。

（純資産の状況）

　中間連結会計期間末における純資産は4,833,492千円となり、前連結会計年度末に比べ105,724千円増加しまし

た。主として、利益剰余金の増加分（104,788千円）であります。この結果、自己資本比率は30.9％となりまし

た。
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②キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末から15,342千

円増加し1,328,663千円となりました。当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況と変動の要因は

以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、当中間連結会計期間で増加した資金は547,456千円（前年同期：360,394千円の増加）となりま

した。これは主に、税金等調整前中間純利益により257,631千円資金が増加し、また自社所有物件の売却等により

棚卸資産が減少し資金が193,359千円増加したこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、当中間連結会計期間で減少した資金は778,708千円（前年同期：1,142,971千円の減少）となり

ました。これは主に、有形固定資産の取得による支出721,965千円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、当中間連結会計期間で増加した資金は246,593千円（前年同期：509,335千円の増加）となりま

した。これは主に、新規開発用土地仕入及び賃貸事業用不動産の完成等により長期借入金の借入による収入

622,850千円、及び賃貸事業等不動産の売却等により長期借入金の返済による支出309,292千円等によるものであり

ます。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年10月期の業績予想につきましては、2025年12月15日発表の予想値に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年10月31日)

当中間連結会計期間
(2026年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,313,321 1,328,663

営業未収入金 30,386 26,079

販売用不動産 561,025 362,770

その他 113,692 72,586

貸倒引当金 △86 △414

流動資産合計 2,018,339 1,789,686

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,654,165 6,155,054

土地 6,471,296 6,681,833

建設仮勘定 484,063 408,007

その他（純額） 12,606 10,911

有形固定資産合計 12,622,131 13,255,807

無形固定資産 83,095 80,236

投資その他の資産 462,912 497,737

固定資産合計 13,168,139 13,833,780

資産合計 15,186,478 15,623,467

負債の部

流動負債

営業未払金 93,749 34,537

１年内返済予定の長期借入金 1,178,229 785,956

未払法人税等 2,977 91,169

その他 282,299 277,285

流動負債合計 1,557,255 1,188,949

固定負債

長期借入金 8,507,551 9,213,381

その他 393,903 387,644

固定負債合計 8,901,454 9,601,025

負債合計 10,458,710 10,789,974

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年10月31日)

当中間連結会計期間
(2026年４月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 167,208 167,208

資本剰余金 66,058 66,058

利益剰余金 4,490,920 4,595,709

自己株式 △154 △172

株主資本合計 4,724,033 4,828,804

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,734 4,688

その他の包括利益累計額合計 3,734 4,688

純資産合計 4,727,768 4,833,492

負債純資産合計 15,186,478 15,623,467
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2024年11月１日
　至　2025年４月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年11月１日

　至　2026年４月30日)

売上高 1,806,579 1,666,906

売上原価 1,226,507 1,091,066

売上総利益 580,071 575,839

販売費及び一般管理費 233,222 260,251

営業利益 346,849 315,588

営業外収益

受取利息 908 4,092

受取配当金 79 296

未払配当金除斥益 70 146

還付加算金 - 920

受取保険料 102 1,960

その他 84 466

営業外収益合計 1,245 7,883

営業外費用

支払利息 47,527 65,692

貸倒引当金繰入額 24,927 -

その他 593 148

営業外費用合計 73,048 65,841

経常利益 275,046 257,631

税金等調整前中間純利益 275,046 257,631

法人税等 100,668 86,045

中間純利益 174,377 171,585

親会社株主に帰属する中間純利益 174,377 171,585

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2024年11月１日
　至　2025年４月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年11月１日

　至　2026年４月30日)

中間純利益 174,377 171,585

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △271 953

その他の包括利益合計 △271 953

中間包括利益 174,106 172,538

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 174,106 172,538

（中間連結包括利益計算書）

- 7 -

（株）アールエイジ（3248）2026年10月期　第2四半期（中間期）決算短信



（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2024年11月１日
　至　2025年４月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年11月１日

　至　2026年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 275,046 257,631

減価償却費 117,772 118,416

貸倒引当金の増減額（△は減少） 25,274 327

受取利息及び受取配当金 △988 △4,389

支払利息 47,527 65,692

営業債権の増減額（△は増加） 4,062 1,870

棚卸資産の増減額（△は増加） 191,074 193,359

前渡金の増減額（△は増加） 54,693 △40,615

営業債務の増減額（△は減少） 6,013 △59,211

前受金の増減額（△は減少） 4,421 △8,891

未払消費税等の増減額（△は減少） △34,891 14,409

その他 △45,432 27,253

小計 644,573 565,854

利息及び配当金の受取額 908 4,092

利息の支払額 △49,387 △67,058

法人税等の支払額 △235,700 44,568

営業活動によるキャッシュ・フロー 360,394 547,456

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,134,767 △721,965

投資その他の資産の増減額（△は増加） △4,180 △56,742

その他 △4,022 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,142,971 △778,708

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 850,900 622,850

長期借入金の返済による支出 △274,822 △309,292

自己株式の取得による支出 - △17

配当金の支払額 △66,742 △66,945

財務活動によるキャッシュ・フロー 509,335 246,593

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △273,240 15,342

現金及び現金同等物の期首残高 1,775,308 1,313,321

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,502,068 1,328,663

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、見積実効

税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しております。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額

（注)１

中間連結

損益計算書

計上額

（注)２
運営管理事業 開発販売事業

売上高

顧客との契約から生じる収益 280,106 364,670 644,777 - 644,777

その他の収益　（注）３ 1,161,801 - 1,161,801 - 1,161,801

外部顧客への売上高 1,441,908 364,670 1,806,579 - 1,806,579

セグメント間の内部売上高又は振替高 - - - - -

計 1,441,908 364,670 1,806,579 - 1,806,579

セグメント利益 317,019 106,960 423,980 △77,131 346,849

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額

（注)１

中間連結

損益計算書

計上額

（注)２
運営管理事業 開発販売事業

売上高

顧客との契約から生じる収益 254,262 260,100 514,362 - 514,362

その他の収益　（注）３ 1,152,543 - 1,152,543 - 1,152,543

外部顧客への売上高 1,406,806 260,100 1,666,906 - 1,666,906

セグメント間の内部売上高又は振替高 - - - - -

計 1,406,806 260,100 1,666,906 - 1,666,906

セグメント利益 305,401 94,679 400,080 △84,491 315,588

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2024年11月１日　至2025年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　セグメント利益の調整額△77,131千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用は主に親会社本社の管理部門に

係る費用です。

　　　２　セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　　　３　その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸料収入等であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2025年11月１日　至2026年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　セグメント利益の調整額△84,491千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用は主に親会社本社の管理部門に

係る費用です。

　　　２　セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　　　３　その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸料収入等であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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